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はじめに
上川農業改良普及センター畜産部会では牛サルモネラ症を中心に牧場のバイオセキュリティに

ついて令和6年から部会研修を行い、活動のまとめとして本パンフレットを作成いたしました。下図
のように、牛サルモネラ症の発生は近年増加、暑熱で体力低下した秋口の発生が突出しています。
本パンフレットでは、サルモネラに限らず、衛生対策と飼養管理のポイントを９つの項目で整理し管
内・外の事例を交えて解説しています。ご覧いただく皆さんそれぞれの立場でのバイオセキュリティ
向上の参考になれば幸いです。
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付録 家畜伝染病発症時の連絡網

道内の年次別サルモネラ症発生状況（乳用牛） R2～R6年の月別サルモネラ陽性頭数（上川管内）



サルモネラの感染経路は経口感染が最も多く、感染源は家畜や野生動物、カラス
やハトなどの鳥類、汚染された飼料などです。牛の体内で増殖し、排便中に排菌する
ことで牛舎内を汚染し、感染が拡大します。また分娩時に母牛がサルモネラに感染し
ていると、生まれたばかりの子牛も胎盤や羊水、初乳などから感染します。サルモネラ
は乾燥した状態でも長期間生き続けます。

体内で増殖

口から
菌が入る

体外に排出

サルモネラの主な感染源

野鳥
野生動物

汚染された
飼料

作業者

胎盤や羊水、初乳、敷料等から
子牛が感染 他の同居牛に感染

汚れた牛床や飼槽、水槽

乳汁・糞・胎盤・羊水

サルモネラは乾燥に強い！
乾燥した糞で30ヵ月以上
生きています

乳牛が多く
排菌するのは
分娩時です！

サルモネラの侵入経路について１

１



乳量減少

サルモネラは2,600以上の血清型がありますが、そのうち家畜伝染病予防法での
届出対象は牛では３種類の血清型、Typhimurium（ティフィムリウム）、Dublin
（ダブリン）、Enteritidis（エンテリティディス）です。届出伝染病以外の血清型に
感染しても明らかな症状を示すのは少ないため、感染した牛が排菌し、気がつかな
いうちに農場内にサルモネラが蔓延している可能性があります。また、届出対象外で
も発症することがあります。

主な症状

食欲不振 元気喪失 発熱

下痢（水様～血様） 敗血症死

腸炎に起因する脱水、削痩 流産・早産・死産

肺炎

乳成分値の低下

被毛粗剛 発育不良
･･･など

起立不能

脱水症状の子牛（目がくぼんでいる） 子牛の急死例（資料:上川家保）

粘液混じりの血便
（資料:上川家保）

水様下痢

罹患した牛の症状２

２



隔離できない場合は
隣接する牛との間に
コンパネ等で障壁を
つくることも一つの
方法です！

隔離の様子（資料：牛飼い獣医師の豆知識）

１

２

３

４

５

すぐに診療獣医師（農業共済等）へ連絡

発症または疑いのある牛を隔離

農場への立ち入りを制限

長靴や使用器具、水槽等の洗浄・消毒を徹底

情報の共有と記録の実施
他農場への拡散防止のため、発生が疑われることを近隣農場に
周知することも重要です。

特に分娩間近の牛や
ほ育牛と接しないよ
う注意！

牛の調子が「おかしい」と感じたら

症状のある牛の頭数、症状、経過などを記録しましょう。

衛生管理区
域立ち入り
の際は記録
をする

牛サルモネラ症発生時の初動対応３

３



牛サルモネラ症が確定したら

１

獣医師の指示に従い、治療・淘汰を行う２

全頭検査を行い、保菌牛の摘発を行う３

牛舎全体の消毒実施

牛舎内の堆肥や汚れを掻き出した後、水洗いを行い、石灰乳等の
塗布を行います。

４

隔離場所と通常の作業動線を分ける

５ 鳥類や野生動物等の侵入防止対策を徹底

隔離場所と通常の作業動線を分け、作業者全員が変更箇所の
確認を行いましょう。

サルモネラは
人にも感染する
ため、作業者の
手洗い、消毒も
徹底を！

獣医師や家畜保健衛生所の指導に基づき発症牛への対応を行
います。

牛群全体の検査を行い、保菌牛を特定します。

隔離場所への出入り口に踏み込み消毒槽を設置します。

すでに対策を講じていても、破損していたり、鳥類や動物が通り抜け
られる隙間がある可能性もあるのでチェックしましょう。

吊すタイプのネットは上部が
たわんで鳥類が入ります

ネットのたわみを覆う

サイドはフックで
固定

ネットの下は
チェーンの重し
で固定

４



陽性検体あり

発生が確認されたら、家畜保健衛生所の指導の元、各自治体の関係機関で
組織された自衛防疫組合が中心となり、清浄化に向けた活動が行われます。

全検体が２回連続で陰性となることが難しく清浄化までに時間が
かかるケースも見られています。

清浄化までの検査の流れ（例）

清浄化

全頭リストを整理したり
検査の準備をしなければ
なぁ…患畜の隔離、治療、観察、牛舎消毒の準備

１ 回 目

糞便採材（採血する場合あり） 牛舎内を拭取し採材

飼養牛全頭検査 環境検査

２ 回 目

牛舎内を拭取し採材

飼養牛全頭検査 環境検査

まず最初にやること

２週間後

２週間後、
１回目の検査へ

２週間後、

１回目の検査へ

陽性牛の隔
離・淘汰
陽性牛の隔離
（治療）・淘汰

発生から清浄化までの道のり

全検体が陰性

陽性検体あり

全検体が陰性

４

５

糞便採材（採血する場合あり）



治療に関わる経費だけでなく、育成期間の延長、生乳廃棄分、淘汰

による損失まで考慮すると、１頭当たり平均で子牛は約10万円、経産

牛は約40万円になります。その他、環境検査費用や消毒、牛移動の対

応等の人件費も含めると莫大な金額となります。

① 子牛１頭当たりの損失

治療に関わる損失

淘汰の場合の損失

淘汰の場合の損失

牛サルモネラ症による経済的損失５

（１）陽性になった場合の損失

② 経産牛１頭当たりの損失

治療に関わる損失

６

軽度～重度 平均（中央値） 備 考

治療費（検査費含む） 約11,600～30,000円 約20,800円 抗生物質投与プログラム。治療は別途対応

育成期間延長分 約5,000～21,300円 約13,150円 成長遅れ分による育成費の増加

合計 約16,600～51,300円 約33,950円 治療に関わる経費＋育成期間延長分

市場取引価格 平均 備 考

流産の場合 約110～234,300円 約67,600円 ホクレン家畜市場情報（初生ホル♀令和７年参照）

自主淘汰の場合 約70,700 ～510,500円 約242,000円
（代替経産牛購入－廃用牛売却）とする

ホクレン家畜市場情報（令和７年参照）

市場取引価格 平均 備 考

自主淘汰の場合 約110～234,300円 約67,600円 ホクレン家畜市場情報（初生ホル♀令和７年参照）

軽度～重度 平均（中央値） 備 考

治療費（検査費含む） 約24,600～54,550円 約37,100円 抗生物質プログラム。治療は別途対応

生乳廃棄 約60,000～120,000円 約90,000円
経過観察による停止期間（2週～１ヶ月廃棄）

上川管内日乳量平均33.1kg単価129円より。

合計 約84,600～174,550円 約129,500円 治療に関わる経費＋生乳廃棄乳代分



ネット左右端はポールを壁面
に設置したパイプに差し込む

野鳥の牧柵誘因防止事例

（１）野鳥の侵入防止

畜舎周辺ではカラス、ハト、スズメが主に問題となっている野鳥です。
牛舎侵入により牛の飼料を食べることによる損失もありますが、糞を牛舎内で排
せつ、 汚染された脚で畜舎内を歩き回り、病原体を拡散する方が甚大な被害を及
ぼします。 防疫上これら野鳥を防ぐことはとても重要になります。

野鳥の侵入対策事例

平成23年度北海道農業試験会議（成績会議）
「酪農場における野生動物のサルモネラ保菌実態とその対策」（指導参考）

a

ワイヤーをレールにして、金
属製の輪でネットを吊して
いる

ネット下部に重りとして鎖を
取り付けている

ハシブトカラス

ドバト
スズメ

表１ 畜産業に関係する病原体の日本国内における野生鳥類の保有状況

黄色のプラスチックチェーン
（色があせたら交換）

野鳥避けレーザー照射野鳥侵入防止と暑熱対策を
兼ねた夏用扉

◎：本研究の疫学調査で確認

○：保有している可能性あり

□：保有している可能性が否定できない

△：情報不足

b

c

北海道立総合研究機構重点研究「野生鳥類由来感染症の伝搬リスク評価手法及び対策の活用」より引用

牛舎側面に防鳥ネット

引用：Asakawa et al.(2002,2013)
Hirayama et.al

支柱に水糸を設置

突端部にパイプコーンを設置

農場内への侵入防止６

病原体
の分類

病 原 体
カラス

類
スズメ

類
ハト類

カモ・
ガン類

細菌類
サルモネラ ◎ ○ ○ ◎

病原性大腸菌 ◎ △ △ ◎

真菌
アスペルギウス □ △ △ ○

クリプトコッカス △ △ ○ △

原虫 トキソプラズマ ○ △ △ ○

a b c

７



ｂ：物理柵との組合せ事例。キツネが既設の物理柵の下の土を
掘って隙間を広げ侵入したため、下部１段にのみ電気柵を設置

12cm

10cm

ネットフェンス

電気柵

175cm

（２）野生動物の侵入防止

○キツネの侵入対策事例（電気柵を設置）

○ネズミの侵入対策事例
（塩ビパイプの中に殺鼠剤を入れてバンカーサイロに設置）

平成23年度北海道農業試験会議（成績会議）
「酪農場における野生動物のサルモネラ保菌実態とその対策」（指導参考）

殺鼠剤

②殺鼠剤に誘引し牛舎周辺を散らかさない

電気が怖くて
近づけない

サルモネラは野生動物を含む多様な動物に感染し、畜舎に侵入するキツネ、
アライグマ、 ネズミ等は家畜をサルモネラ症に感染させる要因にもなります。
これらの野生動物を畜舎内に侵入させないことが感染予防にもつながります。

表２ 野生動物からのサルモネラ分離

キタキツネ アライグマ ドブネズミ

表３はアライグマが牛に罹患するサルモネラを保有していたことが
証明されたデータです。

表３ 疫学マーカーによって牛由来サルモネラと一致した
野生動物由来サルモネラ菌株数

平成23年度北海道農業試験会議（成績会議）

「酪農場における野生動物のサルモネラ保菌実態と
その対策」（指導参考）

a

ａ：牛舎周辺へ電気柵設置事例。10～15cmで４～５段張る

①雨水の浸入を避けるため片方に蓋をして
入口側を下げる

野 生 動 物 地域 市町村数 農場数* 個体数
腸内 脚表面 総計** 陽性率

（％）
血清型 (菌株数）

陽性数 陽性数 陽性数

キタキツネ
（糞便）

十勝 1 3 8 2 ― 2 25.0 Infantis(2)

アライグマ
十勝 6 （2） 75 10 1 10 13.3

Braenderup(4)、Thompson(4)、

Typhimurium(2)

道央 5 (2) 155 4 ― 4 2.6 Agona(1)、O4:i:-(1)、不明(2)

野生動物 菌株数

牛由来菌株
と一致した

一致した菌株の
血清型

一致率

菌株数 （菌株数） ％

アライグマ 7 5

Braenderup（1）

71.4Thompson(2)

Typhimurium(2)

* 農場数が（カッコ付きの材料は農場周辺の材料を含む。
** 腸内容、脚表面の一方もしくは両方から菌が分離された個体を陽性としている。

８



牛舎周辺で問題となる衛生害虫

（３）衛生害虫対策

畜産現場には家畜を加害する衛生害虫の発生源が多数存在します。
衛生害虫は吸血や病原体の媒介によって、重篤な疾病を引き起こすことがあります。
それぞれの衛生害虫の特性を理解して可能な限り家畜への接触を防ぎましょう。

牛舎内で問題となる害虫には、イエバエ類（非刺咬性）とサシバエ（刺咬性）、カ、ヌカカなどが
います（表４）。
ハエは一見同じように見えても、イエバエは先端がスポンジ状の吻を伸ばして液状にしたエサを
舐めますが、サシバエとカは吻を皮膚に刺して直接吸血し、ヌカカは皮膚を切ってにじみ出た血液を
吸うなど食物の摂取の仕方に違いがあります（図１）。

表４ 牛舎内で問題となる衛生害虫の特徴

衛生害虫の発生源となる環境

図１ 牛舎内で問題となるの衛生害虫と口器（成虫）

口吻 口吻

堆肥の中にはサシバエの蛹がたくさん

○ハエの発生源

糞尿で汚れた環境 バーンクリーナー

○カの発生源

牛舎周辺の側溝（水溜り） バンカーサイロ用の古タイヤ（水溜り） ボウフラが発生

イエバエ サシバエ

口吻 口吻

シナノヌカカ

衛生害虫 エサ 摂取方法 発生源 人や牛への被害

イエバエ類 有機物 舐める
ふん・湿った
飼料など

食中毒原因菌の媒介、まとわりつきによるストレス

サシバエ 血液 刺す
痛み・痒み、牛伝染性リンパ腫やサルモネラ症等伝
染病の伝搬

カ類 血液（メスのみ） 刺す
有機物のある
水溜まり 痛み・痒み、貧血（大量発生時）、伝染病の媒介、

安眠妨害によるストレス
ヌカカ類 血液（メスのみ） 切る 湿地・水田

我々の子どもの
食料と住処が
たくさん！

キンイロヤブカ

９



除ふん作業や飼槽の清掃等を定期的に行うことにより幼虫が駆除され、ハエの発生抑制につな
がります。特に血液をエサとするサシバエは、イエバエ類のようなベイト剤（毒エサ）による駆除が期
待できないので、幼虫時代の駆除対策が重要です。
一方、カの発生源は水溜まりで有機物をエサとしているため、不要な水溜まりを作らない事や、排
水溝を定期的に清掃してよどみを無くす事で防除効果の向上が見られます。
また人や動物に安全性が高く、幼虫の成育を阻害する薬剤（昆虫成長制御剤・ＩＧＲ剤）を併用す
ると、さらに効果が高まります。

除ふん作業でハエの発生源を除去後、薬剤散布

３齢幼虫

通常の蛹

成育阻害剤による蛹の
変形。羽化できない。

○ハエ（ウジ）の発生源の防除事例：ＩＧＲ剤（昆虫成長制御剤）による

１齢幼虫～２齢幼虫

孵
化

ふんの中のハエの卵

薬剤散布最適時期！

1～2mm 2～4mm

10mm

成虫

１）牛舎内における幼虫、蛹の防除・駆除

糞

羽 化

薬 剤

ＩＧＲ

バンカーサイロの重しを、水の溜まりにくい
タイヤ（３枚おろし）に変更

明渠の水溜りの排水を促し、ボウフラの生息地を除去

○カ（ボウフラ）の発生源除去事例表６ ハエの幼虫（ウジ）に効果のあるＩＧＲ剤

表７ カの幼虫（ボウフラ）に効果のあるＩＧＲ剤

※ＩＧＲ剤は他の殺虫剤と比較
して、動物への安全性が高く、
環境負荷も低いのが特徴です。

IGR処理

表５ 害虫による幼虫・蛹の防除・駆除方法

商 品 名 有 効成 分 主 な 用 途 ・ 特 徴 ／ 備 考

サイクラーテ
SG

ピリプロキ
シフェン

畜・鶏舎内およびその周辺のハエ幼虫（ウジ）駆
除用。堆肥・敷料・ふんの残る場所にも使いやす
く、 IGRの中でも高活性。

動物用金鳥
PPK 水溶性
粒剤S

ピリプロキ
シフェン

畜・鶏舎およびその周辺でのハエ幼虫（ウジ）駆
除用。水で希釈して散布することで、ふんや堆肥
の内部まで薬剤を浸透させやすい。

シロマジン
10%液KS

シロマジン
畜・鶏舎内および周辺のハエ幼虫対策用。液剤な
ので、堆肥床面やふんの多い床面、排水溝付近な
どへの散布がしやすい。

商 品 名 有効成分 主な用途・特徴／備考

スミラブ 剤
SES

ピリプロキ
シフェン

マンホール、側溝、池、汚水ますなど広域の水域
での幼虫対策。錠剤を投入するだけで水中に拡散。
手軽で止水域に最適。長期孵化阻止効果。ウジに
も効果。

アルトシッド
10F

メトプレン

庭の水たまり、側溝、下水、雨水ますなど水のあ
る場所全般。幼虫・蛹の変態・羽化を阻害する
IGR剤。哺乳類・魚類への毒性が低く安全。広範
囲に散布可能。

シロマジン10％液ＫＳ資料より
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害虫 防除・駆除方法 効 果

ハ
エ
類

定期的な除糞作業
幼虫の生息環境の除去

飼槽・水槽の清掃

ＩＧＲ剤（昆虫成長制御剤）を害虫の発生源に投入 脱皮・羽化の阻害、幼虫の運動機能障害

カ
類

不要な水溜まりの除去
幼虫の生息環境の除去

定期的な排水溝の清掃



成虫は幼虫と違い飛び回ることで広範囲を移動します。
そこで牛舎内での送風機の設置やトンネル換気の利用は、風により害虫が牛体へ止まりにくくし、

接触を防ぐ効果があります。
さらにハエ類は牛舎と草むらを行き来することから、牛舎わきの雑草を刈り取る他、牛舎の出入り

口や窓に目合い６㎜の薬剤を練り込んだ樹脂で編んだ防虫ネットを張ると、ハエ類が日周的に牛舎
内外を出入りする際に、ネットの薬剤に触れて死んだり、薬剤忌避効果でカ、ヌカカなどの侵入を防
いだりする効果が見込まれます。
またイエバエ類にはベイト剤の設置や壁への殺虫剤塗布、ハエ取り紙（リボン）も成虫駆除対策
に有効です。
カ、ヌカカには、光で誘引し風力で吸い込むライトトラップや電撃殺虫器を軒下の窓際や牛舎の出
入り口に設置して捕獲・殺虫する方法も効果的です。

２）牛舎内における成虫の防除・駆除

電撃殺虫器
ライトトラップ

送風機

ハエ取りシート（リボン）

ベイト剤

家畜やペットの口に
入らない水平な
場所に設置

薬剤含有防虫ネット

ネットに触れて死んだハエ

草刈りで、
害虫の住かを
減らします

牛舎周辺の雑草処理

表８ 畜舎内における衛生害虫の防除

害 虫 防除・駆除方法 設置場所・方法 効 果

イエバエ類 ベイト剤（毒エサ） 容器に入れイエバエ類の発生しやすい場所 殺虫効果

イエバエ類・
サシバエ

送風機・トンネル換気 牛舎内や壁に設置 牛体に害虫を寄せ付けない

メッシュシート（６㎜目） 牛舎の出入り口や窓、侵入しそうな箇所 牛舎への侵入防止、捕獲効果

ハエ取り紙（リボン） 作業の邪魔にならない場所 捕獲効果

殺虫剤の壁への塗布
牛舎内の壁

殺虫効果
カ類・

ヌカカ類

飼料の付近や人が接触する場所は避ける

ライトトラップ・電撃殺虫器 牛舎の軒下の窓、出入り口 明かりによる誘因、捕獲、殺虫効果
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放牧地では主にノサシバエやアブ、ブユ、マダニなどが見られます。
牛舎内が活動の場となるサシバエとは対照に、ノサシバエは放牧地に多く見られます。サシバエ
は吸血が終わると牛から離れて休息しますが、ノサシバエは吸血後も牛体にまとわりついているの
で常にストレスを与えています。アブは皮膚を切り裂いてそのしみ出る血液を舐めるため、特に大型
のアカウシアブでは、その痛みは激痛となります。また独特の羽音を恐れた牛による脱柵などの事
故を誘発します。ブユはヌカカと同じく皮膚を切って染み出た血を吸血します。マダニは逆さ松かさ
様の顎体部と呼ばれる口器を差し込み、唾液で固定して吸血します。
これら衛生害虫は発生源の除去が困難なので、成虫を誘引して捕獲したり殺虫剤で駆除します。

３）放牧地における衛生害虫の駆除と防除

表９ 放牧地で見られる衛生害虫の特徴

図２ 放牧地で見られる衛生害虫

ノサシバエ アカウシアブ フタトゲチマダニ

表10 放牧地の衛生害虫の駆除方法

※薬剤は獣医師と相談・確認の上購入し、用法用量を守って使用してください。

放牧牛に耳標型駆虫剤を装着 放牧前にポアオン法で衛生害虫を駆除し疾病予防

口吻口吻 顎体部

アブトラップ（上：Nzi、下：Box）

口吻

アシマダラブユ

防 除 方 法 商 品 名 薬 剤 使 用 方 法

耳標型殺虫剤
ペルタッグ

ヤシマペルタッグ
ペルメトリン

揮発性薬剤を含む耳標を装着させ、薬剤が体表周囲に揮発
することにより害虫の接触を阻止する

ポア（プア）
オン

アイボメックトピカル イベルメクチン 牛の背線部のき甲部から尾根部にかけて薬剤を直線的に
注ぎ、全身に浸透拡散させることにより駆虫や成育阻害
をするバイチコール フルメトリン

衛生害虫 エサ 摂取方法 発生源 家 畜 へ の 被 害

ノサシバエ 血液 刺す 牧野の新鮮な牛糞など
痛み、痒み、貧血（大量発生時）、まとわ
りつき

アブ類
血液

（メスのみ）
切り裂いて
舐める

川・沼付近の湿った地中、
草地の地中、林床

痛み、痒み、貧血（大量発生時）、牛伝染
性リンパ腫など伝染病の媒介、まとわりつき

ブユ類
血液

（メスのみ）
切って吸う 流れのある綺麗な川の中

乳頭腫を起こすパピローマウイルスなどの感
染症媒介

マダニ類 血液 刺す 森林や草むらなど
貧血（大量発生時）、牛小型ピロプラズマな
どの伝染病媒介

アブトラップも
放牧地や牛舎
周辺に設置する
ことにより、
アブを誘引・
捕獲し、被害の
軽減が期待でき
ますよ
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